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< 超幾何分布 >

例4 ＜超幾何分布＞ N 個の玉

壺の中にN 個の玉が入っていて，

そのうちM 個が赤球，N −M 個が n個同時にとり出す

(非複元抽出)

白玉である。この壺から 1度に n個
赤球 : M 個

白球 : N −M 個の玉をとり出す。このとき，とり出した

玉は壺にもどさない (非複元抽出)。このとり出した n個のうち

赤球の数をXとする。このときXの確率は

P (X = k) =
MCk × N−MCn−k

NCn
(k = 0，1，2，· · ·，n)

となる。この分布を超幾何分布 H(N，n，p) (ただし p =
M

N
)

という。平均と分散は

E[X ] = np， V (X) = E[(X − np)2] = n
µ
N − n
N − 1

¶
p(1− p) = v

である。図 1はN = 300，n = 30，p = 0.4

の場合の超幾何分布であり，図 2は

n = 30，p = 0.4の場合の二項分布である。

一般にN が十分大きいときは超幾何分布

は二項分布で近似できる。 (図 1)

定理 1

lim
N→∞

pNCk × (1−p)NCn−k

NCn
= nCk p

k(1− p)n−k

図 3の棒グラフは超幾何分布H(300, 30, 0.4)

であり，曲線は正規分布曲線 y = 1√
2πv
e−

(x−np)2
2v

である。ただし，p = M
N (= 0.4)，v = n× N−n

N−1 p(1− p) (図 2)

= 30× 270
299 × 0.4× 0.6 (; 6.5)である。

定理 2
M

N
= p，

n

N
= qが一定という条件で

N→∞とするとき

lim
N→∞

½
P (a < X < b)−

Z b

a

1√
2πv

e−
(x−np)2

2v dx

¾
= 0

棒グラフH(N，n，p)=H(300，30，0.4)

曲線 · · · 平均 np，分散 vの正規分布曲線

(np = 12，v = n× N−n
N−1 × p× (1− p) ; 6.5)

(図 3)


